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筆者は本誌のVII号に,「ソグ ド語仏典解説」と題する論文 を発表 した.そ こで
も書 いた ように,す べ てのソグ ド語仏典が発表 されないか ぎり,こ の種 の解説
は暫定 的な もので しか あ りえない。特 に,ベ ル リンの ドイ ツ ・トル ファン探検
隊将来 品は,未 だ にその多 くが未発表の ままであ り,解 明が進めば先 の 「解説」
は大幅 に改訂 され なければな らないであ ろう.幸 い筆者 は1992年秋,三 菱財 団
人文科学研究助成金 の支給 を受 け,ベ ル リンに3週 間滞在 し,イ ン ド美術館,
国立 図書館(旧 西ベ ルリン),及 び トルフ ァン研究所(旧 東 ベル リン科学 アカデ
ミー)で 上記 の資料 の調査 を行 った.本 稿で は,主 にこの調査で得 られたソグ
ド語仏典 に関す る新知見 を,上 記の論文の補遺 と して提 出する.今 後 も機会 を
見 つけて この種 の補 遺 を発 表 してい きたい.
なお イン ド美術 館のヤルデ ィズ館 長及びザ ンダー博士,国 立 図書館 のフ ァイ
ステル博士,さ らに トルフ ァン研究所の ズンダーマ ン博士 には,貴 重 な資料 の
閲覧 に格 別の配慮 を賜 わ った.記 して謝意 を表 したい.
98頁:下で述べ るようにAranemijatakaのソグ ド語版が発見 された.こ の説
話 は,西 域北道で極めてポピュラーであ った らしく,ト カラ語A・B,ウ イグル
語,ト ゥムシュク語訳が知 られ てい る(c£」.Hamilton,M伽㍑∫cr爵傭go麗r5ぬ
1×8-X83'2c1θ48τo麗π一乃 槻ηg,TomeI,Paris,1986,p.2).これ も北道 のソグ
ド人仏教徒 と,ク チャを中心 とす る小乗仏教 との関連 を示 唆する もので ある.
107頁:Da話akarmapatha-avadanamala:最近W.Sundemlannは,ベル リンの コ
レクシ ョンの 中に,Henningが報告 した写本 に接合す る断片 を発見'した.接 合
された文書 は,表 裏各35行を有す るほぼ完全 な貝葉である.興 味深 いのは,そ
の裏面 の一部(13-20行)にぴった り対応す る箇所が,ウ イ グル語訳 に見 いださ
れる ことであ る(cfF.W.K.MUIIer,"UiguricaIII,"APA毘1920,p.31,T.II,
(135)
S.89i,ROckseite).これは,ソ グ ド語訳 とウイグル語訳,及 び各々の原典 との
関係 を明 らか にす るための重要な手 がか りである.今 後 ウイグル語学者 と共 同
して研究 を進 め る必要が ある.な お,こ の説話 に対応す る漢訳 は,『菩 薩本行
経』(『大正』第3巻,ll2-ll3頁)と『賢愚経』(『大正』第4巻,349-350頁)に見
い だされ る。
107頁:ジャータカ及びアヴァダーナ:ベ ルリンの イン ド美術館が所蔵す る絵
入 りの ソグ ド語仏 典のなかに,同 一写本 の離 れ と思 われる一連 の貝葉の断片が
あ る.そ れ らには現在,III4933,4948,4949a,b,4950,4984,6998の編号が与
えられてい る.ど の貝葉 も,片 面が絵画 であ り,も う一方 の面が テキス トであ
る.一 葉 に8行 ずつ書 かれている.ど れ も断片で,写 本の本来の大 きさは不明
であるが,ソ グ ド文字 を横 書 きと見 て,そ の高 さは10cmほどであったと考 えら
れ る.し か し幅が どれほ どであったかは,そ れを もとに推定す る しかない.こ
の うちIII4984のテキス ト面の端 には,こ の仏典の タイ トルが書かれている.そ
れ は'rn'ymxwt'wX[ptr]「ア ラネ ミ王十[葉]」 と読 むことがで きる.上 で
述べ た ように,ア ラネ ミ王 が主人公 の このジ ャー タカは西域北道 で非常 にポ
ピュラーであったが,漢 訳 は存在 しない し,サ ンスクリッ トの もの も現在 まで
の ところ見つか ってお らず,こ れ らの断片の比定 もで きていない.
'rn'ymxwt'wは,他 にIII4950,6998にも見いだ されるので,そ れ らも同 じ
ジャー タカを含んでいるのであろう.ま た,イ ン ド美術館の絵 入 りの写本 を研
究 してお られるJ.Ebert博士 によれば,III4949aはIII4950と接 合す るらしい.
ただ し,上 で リス トした断片がすべ てこの説話 を含む ものか どうかは明 らかで
は ない.特 に,III4949bには,[1](LPwδyδm)βrt「千 の王冠」と読める箇所 が
あ る.こ れは,P.Ziemeが言 及する,仏 陀の法 の一偶 を聞 くために,千 の王 冠
を持 つ頭 を切 り落 としたMapicロ⑫ 王 に関する説話の一部であ った可能性がある
(cf.Zieme,B那44痂5∫ゴ5c舵∫αわrθ∫η24'o加醐g8η48rσ'g薩r6η,BTTI3,Berlin,
1985,p.56).もしこの推定が正 しい とすれ ば,こ の貝葉本 はアラネ ミ王の話 を
含む,い くつかの仏教 説話 を集めた ものであ った ことになる.
(136)
108頁 『僧伽ロ毛経 』(iii):Sims-Williamsが言 及す る断片Tii信 には,現 在
So20165の編号が与 えられている.こ の文書 の内容 に対応 する部分 は、漢訳で
は 『大正』第13巻964頁c(No.423)及び983頁c(No.424)に見 いだ される.二 種
類の漢訳で は、前者の ほうが ソグ ド文 に近 い.
108頁 『大般浬桑経』:京都大学文学部が保管する トルファン出土 のソグ ド語
仏典の断片が,『大般 浬葉経』の翻訳であ ることが最近判明 した.こ れは,同 じ
場所 に保管 されて いるウイグル語文書 か ら判 断す る と(『羽 田博士 史学論文集
下巻』,京都,1958年,325頁),王樹相が トル フ ァンで入手 した もので,羽 田亨
の時代 に同学部東洋史研究室 の所蔵 に帰 した もの ら しい。漢訳 で対応す る部分
は,『大正』第12巻456頁c(No.374)であ る.訳 語 な どか ら判 断 して,漢 訳か ら
の重訳 である ことは歴然 としている.し か も,写 本の体裁 か ら考 えて,既 に知
られてい る文書 とは明 らか に別 の写本で ある.従 って,ソ グ ド語 の 『大般浬葉
経 』には,少 な くとも3種 類 の写本が存在 していた ことになる.
1工0頁 『薬 師琉璃光如 来本願功 徳経』注29:当該 の断片 は最近発表 され た
(cfK.KudaraandSundermann,W.,AoFl9,1992,pp.350-358).互い に接合
する2断 片So10000(1)[=T]とSolO650(30)[ニTID]がそれで,『大 正』第14巻
406頁b29-c4(No.450)に対応 する.な お,テ キス トには若干訂正 を要する箇所
があ る:L5st']h→(100);1.6'spyrnt→'sp'y首'nt;1.9'rwr'n→'rwrw'n.
さらに,8行 目のpcγrβ'ntと9行目のxwt'wのγとxの 上 には,補 助記号 とし
て小 さな点が付 け られてい る.γ とxの 両方 に点が付 けられて いるこ とか ら,
有声 と無声 を区別す るための もので あったとは考 えられず,何 を意 図 した もの
であったかは不明である.ま た,著 者達が存在 するとす る10行目のmyδ"γtyの
δの下の点は,単 に文 書の汚れであ る.
113頁『酒 を誠 める経 』:ctβ'r'tsr'nとい う人名 に付 いてはN。Sims-Williams,
5084∫αηαη4漉80腕θrlrαη'αη'η5cr砂πoη5ρゾ腕8こ1ρεr1η4μ∫,II,London,
1992,P.67参照。
115頁:ここで言及 された絵入 りの仏典 はイ ン ド美術館 で は,III4932とい う
(137)
編号が与え られている.こ の断片 は,そ の体裁か ら別の小 断片III4941,4942と
同一文書 か らの離れである ことが分か る.ま た,III4931は.これ らとは別 の絵入
りの仏典である.従 って,絵 入 りのソグ ド仏典 は,上 記の アラネミ ・ジ ャー タ
カを含め3種 類が知 られてい るこ とになる.
前 号 に 対 す る 正 誤 表
98頁 上 か ら6行:Da6akarmapatha-avadanam亘la→Da蓉akarmapatha-avad温nam巨la
107頁11.:Da6akarmapatha-ava甑na血互la→Da≦akarmapatha-avad盃nama旧
i11頁 上 か ら1行:Su㎞a→Suka
117頁(追 加):D.N.MacKenzie,丁 加`∫ 励rα げf加c翻585α η4罐c'5(ゾ αc"oη∫'
加5094'α1z,London,1970.
D.N.MacKenzie,τhθBμ44痂∬ ∫084'αη'eκ∫∫(ゾ 伽Br"醜 妨rαry,
ActaIranica10,Tehran-Li色ge,1976,
119頁 後 記:西 域 文 化 資 料no.2146は 異 な る 写 本 に 属 し,『 浬 榮 経 』 の テ キ ス トで は な
い.
(本稿は,文部省科学研究費一般C及 び三菱財団人文科学研究助成金による研究成果の一
部である.)
(玉38)
